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会議には、日本、ＥＣなど１３ヵ国
・地域の政府代表のほか、地中海で
マグロを扱う漁業者や日本の流通関
係者など総勢１５０人以上が参加。業
界関係者にも発言権が与えられる初
の会議になった。
冒頭、ファビオ議長は、ＩＣＣＡ

Ｔの現状について「いま、東大西洋
クロマグロの資源、漁業、そしてＩ
ＣＣＡＴの将来が岐路に立ってい
る。今年、ＩＣＣＡＴが適切に管理
のできることを証明できなければＩ
ＣＣＡＴの存在意義はなくなり、ク
ロマグロの管理がＣＩＴＥＳ（ワシ

ントン条約会議）などに移りかねな
い」としたうえ、「クロマグロ資源
を回復するために政府関係者のみで
なく、業界関係者もクロマグロの資
源管理に積極的に関与する必要があ
る」と訴えた。

取り組み確認する７項目を採択
会議は、「東大西洋クロマグロ資
源の持続利用に関する共同声明」を
採択し終了した。
声明は、クロマグロ資源の早急な
回復に向けて、管理措置の厳守など
必要な行動を確認する７項目を盛り
込んでいる。
（共同声明全文・ＯＰＲＴホーム
ページの最新情報４月２日付けに掲
載）

規制強化への!覚悟"印象づけるものに
ＩＣＣＡＴが実際にクロマグロの
規制強化を行うかどうかについて
は、６月の科学委員会の資源状況分
析結果を踏まえ、１１月の年次会合で
議論されるが、「現状では資源状態
が良くなることは考えにくい」（水産
庁）状況で、漁獲枠の削減をはじめ
規制が強化される可能性は高いとの
見方が強い。今回の会議は、関係国
政府はもとより、初めて参加した蓄
養マグロ事業に関わる漁業者や商
社、流通業者などの関係業界に対し
ても、資源回復に向けた規制強化へ
の“覚悟”を印象づけるものとなっ
た。

（２面につづく）

ＩＣＣＡＴ（大西洋マグロ類保存国際委員会）の東大西洋クロマ

グロ関係者会議が３月２６日と２７日に、東京で行われた。会議冒頭、

ハジン・ファビオＩＣＣＡＴ議長は、「今、クロマグロ資源は危機

的状況にあり、ＩＣＣＡＴは、資源管理能力に疑問を持たれている。

このまま行動ができなければ（ＩＣＣＡＴの）明日はない。」と述べ、

今回の会議がＩＣＣＡＴにとって重要な会議になると訴えた。

関係各国から１５０人を超える関係者が集まり熱心に協議
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─ みんなの力で おいしいマグロを いつまでも ─
発行・社団法人 責任あるまぐろ漁業推進機構

!行行動動ででききななけけれればば、、明明日日ははなないい"議議長長がが訴訴ええ
資源回復に向け共同声明採択

東大西洋クロマグロ管理・ＩＣＣＡＴで関係者会議



（１面からつづく）
実際、会議でＥＣの関係業界から
は、「すでに厳しい規制がある中で
の規制強化は受け入れられない」「い
まの漁法などは変えられない」「漁獲
枠をしっかり守れば、ほかの規制は
外すべき」と反発する声もでたが、
資源回復に向けたなんらかの措置が
必要という点では、多くの出席者も
理解を示した形となった。
また、日本のマグロ延縄漁業者は、
「日本のマグロ延縄漁船は、ＦＡＯ
（国連食糧農業機関）の勧告を受け
て、過剰漁獲能力を削減するため
に、率先して、１９９９年に１３２隻を減
船した。また、資源管理措置を順守
しており、水産庁の厳しい管理下に
ある。東大西洋のクロマグロ資源に
関し、蓄養漁業が過剰漁獲能力問題

を抱えていることは明らかである。
蓄養用のイケスを削減するなどの措

置をとるべき
だ。蓄養マグロ
の生産中に、相
当数の死亡尾数
があると言われ
ているが、不透
明であり、管理
を厳しくすべき
だ。
生産者だけで
なく、加工、流
通の関係者も責
任ある対応が求
められることを

明示し、漁獲枠を超えた違法マグロ
は買わない、取り扱わないとの原則
を実践すべきだ」と述べた。これに
対し、「加工工場等もＩＣＣＡＴリ
ストに加えよ」と日本の漁業者を支
持する発言もあった。

!関係者の共通認識の意義大きい"宮原代表
会議議長を務めた宮原正典水産庁
沿岸沖合課長は会議後の記者会見
で、「今回の会合で具体的に規制の
方向性が決まったわけではないが、
関係者を集めた会合で、問題につい
て共通認識が得られた意義は大き
く、一歩踏みだせたのでは」と成果
を述べた。

報
道
機
関
も
高
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心

No.２９OPRTニュースレター２

（出典：水産庁資料より）

（水産経済新聞社調べ）
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水産総合研究センターでは、まき
網漁業でインド洋における効率的な
まき網（魚群を網で囲い込んで漁獲
する方法）の操業パターンを開発す
るために、日本丸を用船して調査を
行っています。
まき網漁業で漁獲するカツオの群
れとしては、表層を遊泳しその一部
が海面に跳ねている魚群を対象とし
た素群（すむれ）操業と流れ物（流
木等）などに集まる魚群を対象とし
た流れ物操業とがあります。流れ物
操業では、カツオばかりでなくキハ
ダ、メバチなどの若齢魚も一緒に漁
獲してしまいます。このため、これ
らのまぐろ資源への影響が心配さ
れ、カツオだけを選択的に漁獲する
技術の開発が望まれています。日本
丸で操業調査を行っているインド洋
海域は、太平洋海域に比べると天然
の流れ物が少ないことから、人工の

流木を放流し、これに集まるカツオ
の群れを対象に操業を行っていま
す。流れ物操業において、若齢まぐろ
類の漁獲を少なくするために、日本
丸では操業前に計量魚群探知機によ
って集まっている魚群の魚種組成や
体長組成などを調べて、若齢まぐろ
類の組成比率が高い場合には操業を

回避する手法の開発や、時期や水域
によって流木に集まる魚群の組成な
どに差があるかどうかについてデー
タを収集し調査を進めています。
独立行政法人 水産総合研究セン
ター ＦＲＡ ＮＥＷＳ ＶＯＬ・
１４（２００８／４）より抜粋転載

普段は極めて浅い（１００ｍより
浅い）ところを回遊しているクロ
マグロが時々なぜこのような深さ
まで、潜るのかについては、まだ
良くわかっていない。さらに、詳
細に記録を解析すると、産卵行動
がいつ起きているか、解るかもし
れない記録が有ることも解ってき
た。回遊の経路や季節性の程度（つ
まり、毎年決まった季節に餌を求
めてとか、産卵のために決まった
海域に回遊して
くる程度）も具
体的にわかって
きた。マグロに
標識を打った地
点と再捕獲地点
しか解からない
通常型標識のみ
の情報しか入手
できなかった時
には、再捕獲地点が、１年も経っ
ているのに、標識放流地点とほぼ
同じで、時期も同じである例が結
構あった。この情報から、マグロ
類はあんまり動かないのではない
かとする一方、他の標識では大回
遊をするという事実もあり、どう
理解していいか科学者の中で混乱
があった。最近の記録型標識の情
報から、個体差はあるが、大局的
に見ると、マグロの回遊のパター

ンはクロマグロなどではかなり強
く確立されているらしいことが判
明しつつある。漁業は季節回遊す
るマグロを対象としているわけで
あるから、１年経っても、多くの
魚が同じ回遊パターンを保持して
いたら、標識地点と近いところで
再捕獲されることがあっても、マ
グロがその間にその海域に留まっ
ていたわけではないのである。
しかし、あらゆることが、記録

型標識で明らかにされたわけでな
いことも、最後に付け加えておき
たい。
大西洋クロマグロの回遊経路につ
いて、随分、昔のことではあるが、
遠洋水産研究所では延縄漁業の釣
獲率の時間的空間的な変化から、
詳しいマグロの回遊経路図を想定
したことがある。漁業者の漁場が
季節により変化することから魚の
動きを読むと言う基本的な方法で

ある。ところが、最近の記録型標
識の情報とそれが、ほぼ完全に一
致していることに驚いた。同時に、
“研究者は漁業者に学べ”という
海洋学の泰斗であった故宇田道隆
先生の言葉が身に染みた。コンピ
ューターの中の魚しか知らない研
究者がこのごろ多いが、もっと漁
業者と論議するよう心がけ、色々
な古典的情報（すなわち、この時
期にこの海域で海が雄の放精で白

くなるぐらいに
なるのを見たと
か、魚は決まっ
た時間に餌にか
かるとか）等も、
最新の情報との
一致度を比較し
てみたらどうで
あろうか。例え
ば、ミナミマグ

ロで未だ解決していない論争であ
る漁場となっていない所にどれだ
けのミナミマグロがいるのかを推
定するには、漁場の広がりと記録
型標識による漁業とは関係なく得
られる魚の動きとを比較すること
で明らかにできるはずである。漁
業者から得られる漁獲情報と最新
技術の組み合わせが、資源の状況
評価をより一層確かなものとする
であろう。

日
本
丸

No.２９OPRTニュースレター ３

若若齢齢ままぐぐろろ類類のの混混獲獲をを少少ななくくすするるたためめにに

鈴 木 治 郎

第
９
回科科学学者者のの目目

ままぐぐろろのの大大回回遊遊っっててどどここままでで解解るる？？!
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黄副董事長

中国製冷凍ギョウザの中毒事件後
から中国産冷凍マグロの販売不振が
起きている問題で、責任あるまぐろ
漁業推進機構（ＯＰＲＴ）は３月２４
日、東京で、「中国まぐろ業界との
意見交換会」を開いた。
意見交換会には、大手スーパー関
係者や鮮魚小売商の代表のほか、商
社、メーカー、市場関係者、流通業
者、マスコミ代表、そして台湾のマグ
ロ業界など総勢１７人が出席し、約２
時間にわたり意見をかわした。
最初に中国のマグロ業界代表の黄
富雄広東広遠漁業集団有限公司副董
事長が発言し、「中国は１９９２年から
マグロ延縄漁業を開始し、９７年から
超低温漁船による遠洋マグロ漁業に
参入、現在ＯＰＲＴに加盟し、国際
ルールを守って操業している」と中
国の遠洋マグロ漁業の歴史を紹介。
そのうえで中国産冷凍マグロの販売
不振が起きている問題について「日
本などと同じ海域で、多くの日本人
船頭の指導のもと漁獲したものを日
本に輸出している。日本船のマグロ
と差はない。２００６年からは国内消費
のために、世界初の生鮮食品安全基
準制度も導入し、安全・安心に対し
て国としても注意を払っている。中
国産というだけで差別しないでほし
い」と訴えた。

中中国国産産不不振振はは他他
ののママググロロにに影影響響

ギョウザ事件以降の中国マグロに
対する風評被害について、卸関係者
は「中国マグロの売れ行きは昨年末
にかけて回復基調にあったが、年明
けのギョウザ事件で再度不振に転じ
た。業務用・外食産業用には中国産
マグロは問題なく利用されている
が、量販店筋では影響は大きい」と
説明。他の流通業界関係者からは、
「中国産マグロが品質面や安全面で
劣っているわけではなく、中国は中
古船でも冷凍機を更新しており、製
品の品質は高く、セリでも高値のつ
くマグロはある」、貿易関係者も「中
国産マグロを扱っているが、品質に
おいてほかの国のマグロと遜色はな
い」などの意見が相次いだ。生産者
からは「中国マグロの滞貨は、他の
国のマグロの値段を押し下げること
になり、解決してほしい」との意見
が述べられた。

消費者代表からも「先日、中国産
マグロを食べたが美味しかった。中
国マグロの製品は管理もしっかりし
ていることは、先日のＯＰＲＴセミ
ナーでも理解している。しかし、そ
れが消費者に伝わっていないことが
問題」とした。
ギョウザ問題が日中両国で根本的
に解決されない間は、中国産食品へ
の懸念は払拭されないとの認識も示
され、流通、小売サイドからは「日
本の消費者に中国産マグロの安全・
安心を根気強くねばり強くアピール

していく以外にはない」「トレサビリ
ティーの強化を」「ブランド化を進め
ていく取り組みを」「日本だけでなく
自国（中国）の市場開拓にも力を入
れては」などさまざまな意見が提示
された。

中中国国刺刺身身ママググロロ市市
場場のの拡拡大大推推進進へへ

黄副董事長は意見交換後のインタ
ビューで、「こうした場を提供して
くれたＯＰＲＴに感謝したい」と述
べたうえ、「説明したことで出席者
の理解を得られたと思う。今後は、
さらに中国産冷凍マグロの安全性を
消費者にも伝えたい」と語った。ま
た、中国の刺身マグロ市場開発につ
いては、「中国のコールドチェーン
もかなり構築され、市場の拡大の基
盤は整ってきている。今後、中流階層
の消費者の市場を中国政府とともに
拡大するよう努めたい」と語った。

マグロの頭に含まれる各種ビタミンはいかが－。ＤＨＡ（ドコサヘキ
サエン酸）などと一緒に、マグロから高濃度のビタミンが回収できるこ
とが分かり、今夏、魚油との混合サプリメントが店頭でお目見えする。
商品化にこぎつけたのは、八洲商事（静岡市、後藤伸一社長）。親会
社・八洲水産（同市）が清水漁港で漁船の漁獲分を丸ごと「一船買い」し、
大量に買い付けたマグロを同商事が刺し身用に加工・販売。残った頭
などの「あら」から、酸化しにくい魚油生産の技術開発を進めてきた。
その結果、低温で魚油を取り出すなど、数種の処理を組み合わせた

「ハイブリッド抽出法」（特許申請中）により、Ａ、Ｅ、Ｄ３種のビタミンを
多く含んだ魚油が生産できることを確認。特にメバチマグロからは、
「１００グラム中４４ミリグラムと、せん茶に次ぐ高い濃度でビタミンＥを
検出できた」（同社）という。マグロなどの魚油は、食べると頭が良く
なるといわれるＤＨＡや、血栓を防ぐ効き目があるＥＰＡ（エイコサ
ペンタエン酸）が豊富だが、「水銀など有害物質を取り除く過程でビタ
ミン類が失われてしまう」（研究者）という弱点があった。同社の手法
では、有害物質の課題も克服。ＤＨＡ、ＥＰＡのほかビタミン類もたく
さん含んでいるため、抗酸化作用や「腸管のカル
シウムの吸収促進」といった機能をうたい、「ま
ぐろの輝き・ツナミン」とネーミングされたサプ
リが７月にも発売される予定。伊東芳則商品開発
室長は「近年、マグロは国際規制が強化され、漁
業者は厳しい状況にある。生産されたマグロを
有効に活用し、付加価値を高めることができれ
ば」と話している。２００８／０４／０５「時事通信社配信」

編 集 後 記 ＩＣＣＡＴは、これまで、規制を逃れて獲ったマグロを締
め出す制度の導入等、他の国際機関の模範となる先導的な

役割を果たしてきたが、地中海マグロの漁獲枠管理に失敗、信用失墜。旺盛な
日本の需要が漁獲枠超過をもたらしたと非難する理不尽な声もある。「日本は
漁獲枠を超過したマグロは、輸入しない」との立場を明らかにし、官民一体とな
って違法マグロを輸入しない措置を毅然と実行する必要がある。 （原田）

ビタミン入り魚油の
サプリメント試作品

No.２９OPRTニュースレター４

冷冷凍凍ギギョョーーザザ事事件件でで泣泣くく『『中中国国産産ママググロロ』』
中国まぐろ業界と意見交換 ＯＰＲＴ

ママググロロかかららビビタタミミンン入入りりＤＤＨＨＡＡ――資資源源有有効効活活用用


